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三木先生の思い出
米 谷 魏
?
1963年4月，私は仏文の学生となった。その年の 6月，教室が総力を挙
げて取り組まれた＜和仏辞典）が上梓された。当時，学生数は増加の傾向を
現わし始めていたが，仏文ほ学年の壁を越えてまとまりを見せていた。ゎ
れわれほ，授業の合い間には誠之館の中の一室や先生の部屋で話をしたり，
毎夏能登半島のさるお寺で合宿したりした。そんな中で私ほ，フランス語
や文学に対する漠たる関心を確かなものにすることができたように思う。
三木先生には，メリメのくスペイン便り},A. フランスのくシルヴェス
トル・ポナールの罪〉やロマン主義発生に関する特殊講義を教わった。教
室で先生ほ，あまり個人的な意見ほ述ぺられなかったが，多くの逸話を織
りまぜ興味深く話をされた。また，われわれの訳に対しては， 「そんな訳
では誰も読みませんよ。」とか「誰も買いませんよ。」などと椰楡され，訂
正を加えられた。
まだ新進気鋭の助教授であった重本先生や前原先生からは， 「よく三木
先生には大きな声で怒られた。」 と聞いたものだが，われわれにはそうい
うことほなかった，もっとも怒っても甲斐ないと思われていたのかもしれ
ない。
大学院に入ってからは，ラシーヌやポワローを読まされ，おおいにしご
かれた。
仏文といえば，現在もそうかも知れないが，コンパの多いことで文学部
内で評判であった。三木先生は， 「退役将校」と自称しておられたが，ょ
く出席され，これでも， 「退役」かと驚かされたものである。 （ただ，故
大川先生をはじめ「現役」が凄すぎたから「退役」と称されていたのだろ
う）そういう席での先生ほ，鋭い人物評や文明批評を織り交ぜた軽妙な語
20 
り口で会話を楽しまれている風だった。
ある時，同期の伊藤君と二人，天六の教室の前で待っていたことがある。
講義を終えて出てこられた先生は，われわれの意図を了解され梅田のビヤ
ホールに連れていって下さったことがある。そういうところもある先生で
あった。このところ，お会いする機会もないが，お目にかかってお話を伺
いたいものだと思っている。
お目にかかってお話を伺いたいと書いたのであるが， 9月17日先生ほ急
逝されてしまった。その機会が永久に失なわれ悔しさで一杯である。
今ほただ合掌するのみである。
（昭44修士課程修了，近畿大学専任講師）
